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令和８年４月 

上野芝小学校 いじめ防止基本方針 
 

１ いじめに関する基本認識 

 すべての教職員は，「いじめはどの学校でも，どの学級でも，どの子どもにも起こり得る」と

いう認識をもち対応する。 

① いじめは，「重大な人権侵害であり絶対に許されないもの」である。 

② いじめられた子どもの立場に立ち，支援を行い，守り通す。 

③ いじめた子どもに対して，毅然とした対応と粘り強い指導を行う。 

④ 「未然防止・早期発見・組織的対応が重要」との姿勢のもと，学校，家庭や地域，関係機関等

との連携を図り，取り組む。 

 

（１）いじめの定義 

 

 

 

 

 

４要件 

①児童同士        ②一定の人的関係にある 

③心理的・物理的な影響  ④心身の苦痛を感じている 

 

 

（２）いじめの理解 

○いじめは，どの子どもにも，どの学級でも，起こりうるものである。とりわけ，嫌がらせや

いじわるなどの「暴力を伴わないいじめ」は，多くの児童が入れ替わりながら被害も加害

も経験する。また，「暴力を伴わないいじめ」であっても，何度も繰り返されたり多くの者

から集中的に行われたりすることで，「暴力を伴ういじめ」とともに，生命又は身体に重大

な危険を生じさせうるものであることを理解して対応にあたる。 

○いじめには，「被害者」「加害者」だけでなく，「観衆（はやしたてたり，おもしろがった

りして見ている）」「傍観者（見て見ぬ振りをする）」を含めたいじめの四層構造がある。

いじめの継続や深刻化に，「観衆」や「傍観者」の存在が大きく影響している。「観衆」は

いじめを積極的に是認し，「傍観者」はいじめを黙認し，結果的にいじめを促進してしまう

ことになる。いじめの防止に向けて，「加害者」だけでなく，「観衆」「傍観者」をつくら

ないことをめざし，いじめの未然防止，早期発見，組織的対応に取り組む。 

○けんかやふざけ合いであっても，見えない所で被害が発生している場合もあるため，背景に

ある事情の調査を行い，児童の感じる被害性に着目，心身の苦痛の有無を確認し，いじめ

に該当するか否かを判断するものとする。 

○校内研修等をとおして，いじめへの対策に関する理解を深める。 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等

と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の

苦痛を感じているものをいう。（いじめ防止対策推進法第２条） 
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２ 未然防止 

○人権教育の充実を図り，人権を理解し，人権を尊重した態度や行動が身に付けられるよう，

全ての教育活動をとおして豊かな人間性を育む。また，豊かな人権感覚を育む取組を推進

し，全ての児童に「いじめは決して許されない」ことの理解を促し，児童の豊かな情操や道

徳心を醸成する。 

 ○命の大切さについて考えさせ，他人を思いやる心や規範意識などを育み，自分のよさや可

能性を認め，お互いの人格を尊重し合える態度を育成するために道徳教育を推進する。ス

トレスに適切に対処できる力及び児童が自らの身を守るスキルを育成するなどの取組をと

おして，児童が自分自身の大切さを自覚するとともに，危機的状況を切り抜けるための知

識や方法を学び，たくましく生きていく力を養う。 

○学級活動等の話し合い活動をとおして，互いを尊重し良さを認め合い，協力し合う集団づく

りを行うなど，特別活動はもちろん，学習活動をとおして望ましい人間関係を築く。 

○児童の居場所と出番のある授業づくり，「わかる」授業をめざし，全ての教育活動において，

学習意欲や自尊感情を高め，自他を大切にする心情を育む。 

○全ての教職員が上野芝小いじめ防止基本方針の内容を理解し，教職員がいじめの問題に対

して，その態様に応じた適切な対処ができるよう，心理や福祉の専門家であるスクールカ

ウンセラー・スクールソーシャルワーカー等を活用し，教職員のカウンセリング能力等の

向上のための校内研修を推進する。 

○SNS によるネットいじめやインターネット上のトラブルを未然に防ぐため，発達段階に応じ

て情報モラルに関する指導を適切に実施するとともに，家庭や地域に対する携帯電話への

フィルタリング等も含めた啓発を積極的に行う。ネットに関するいじめやトラブル等の未

然防止に向けた指導を推進する。 

○いじめの背景にあるストレス等の要因に着目し，その改善を図り，ストレスに適切に対処

できる力を育む。また，全ての児童が安心でき，自己有用感や充実感を感じられる学校生

活づくりを行う。 

○いじめの問題に対する取組の重要性について保護者に認識を広め，学校と地域，家庭が一

体となって取組を推進するための普及啓発を行う。（校報，全校集会等で） 

 

３ 早期発見に向けて 

○ いじめは，大人が発見しにくい時間や場所で行われたり，遊びやふざけあいを装って行わ

れたりするなど，大人が気付きにくく判断しにくい形で行われることを認識する。ささい

な兆候であっても，いじめではないかとの疑いをもって，また児童が発するサインを見逃

さず，早い段階から的確に関わりをもち，いじめを隠したり軽視したりすることなく積極

的にいじめを認知する。 

○ いじめの早期発見のため，定期的なアンケート調査や教育相談の実施，周知等により，児

童や保護者がいじめを訴えやすい体制を整える。 

○いじめられている児童の立場に立ち，ちょっとしたからかいなどの「いじめの芽」も，いじ

めとして判断し，対応にあたる。 

〇学校生活アンケート（楽器に１回）を実施する。また，事案発生時には，必要に応じて，ア

ンケート調査を実施し，早期に対応を行う。 
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４ いじめ対策委員会の設置及びいじめへの対処 

校長，教頭，教務，生徒指導主任，いじめ・不登校対応担当，当該学年職員，養護教諭等関係

職員で構成する。 

・学校基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間計画の作成・実行・検証・修正の中

核としての役割を果たす。 

・いじめの相談・通報の窓口としての役割を果たす。 

・いじめの疑いに関する情報や児童の問題行動等に係る情報の収集と記録，これらの共

有化を図る中核としての役割を果たす。 

・いじめの疑いに係る情報があった時には緊急会議を開き，いじめの情報の迅速な共有，

関係のある児童への事実関係の聴取，指導や支援の体制・対策方針の決定と保護者と

の連携といった対策を組織的に実施するための中核としての役割を果たす。  

・いじめ問題発生時対応マニュアルに基づき，調査・対応に当たる。 

 

◆「いじめの解消」は少なくとも次の２つの要件を必要とする。 

①いじめに係る行為が止んでいること 

 いじめに係る行為が止んでいる状態が，少なくとも３か月継続していること。 

②被害児童が心身の苦痛を感じていないこと 

  被害児童がいじめの行為により心身の苦痛を感じていないと認められること。被害児童本

人及びその保護者に対し，面談等により確認すること。 

◆いじめは重大な人権侵害に当たり，児童に大きな傷を残すもの，刑事罰の対象となり得る

こと等について，人権を守ることの重要性やいじめの法律上の扱いを学ぶといった取組を行

う。 

 

（６）家庭や地域・関係機関との連携  

○ＰＴＡや地域の関係団体等と，いじめの問題について協議する機会を設けたり，学校協議会

を活用していじめの問題について，家庭・地域と連携した対策を推進する。 

○いじめの防止等の取組を効果的に行うために，教育委員会，警察，法務局等の関係機関との

連携を行っていく。 

 

５ 重大事態への対処 

（１） 重大事態の意味 

 

 

 

 

 

○児童が自殺を企図した場合 

○身体に重大な傷害を負った場合 

○金品等に重大な被害を被った場合 

○精神性の疾患を発症した場合 など 

 

① いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な

被害が生じた疑いがあると認めるとき。 

② いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席する

ことを余儀なくされている疑いがあると認めるとき。（法第２８条１項） 
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（２） 重大事態の発生と調査 

○重大事態の報告 

  重大事態が発生した場合には，直ちに教育委員会をとおして，市長に，事態発生について報

告する。 

○調査対象事案 

・いじめにより，当該学校に在籍する児童の心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがある

と認めるとき。 

・いじめにより，当該学校に在籍する児童が相当の期間，学校を欠席することを余儀なくさ

れている疑いがあると認めるとき。 

○調査組織 

・「いじめ・不登校対策委員会」を母体として，当該重大事態の性質に応じて，弁護士や心

理，福祉等の適切な専門家を加え，調査を行う。 

○調査内容 

・アンケートの活用，その他の適切な方法により，当該重大事態にかかる事実関係を明確に

するための調査を行う。 

○調査報告 

・調査組織に対して積極的に資料を提供するとともに，調査結果を重んじ，主体的に再発防

止に取り組む。 

 

■いじめの被害を受けた児童からの聴き取りが可能な場合 

○いじめの被害を受けた児童から十分に聴き取るとともに，在籍児童や教職員に対する質問紙

や聴き取り調査を行う。 

○いじめの被害を受けた児童や情報を提供した児童を守ることを最優先とした調査を行う。 

○調査による事実関係の確認とともに，加害の児童への指導を行い，いじめ行為を止める。 

○いじめの被害を受けた児童に対しては，事情や心情に寄り添い，その児童の状況にあわせた

継続的なケアを行い，学校復帰に向けた支援や学習支援等を行う。 

 

■いじめの被害を受けた児童からの聴き取りが不可能な場合 

○当該児童の保護者の意向に寄り添い，迅速に当該保護者と今後の調査について協議し，調査

に着手する。在校生や教職員に対するアンケートや聴き取り調査等を行う。 
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令和８年度 課題対応組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

各学年・担任 

 ◎指導委員会 
 【主担：生徒指導主任】 
 メンバー 各学年１名 
 役割 月に１度，生徒指導上の課題（いじめ・ 

不登校・暴力・問題行動等）について

情報共有し，対応策を検討 
 

 ○不登校・いじめ対応 
 【主担：指導委員会内担当者】 
 役割 不登校児童の月別調査をし， 

市教委・教頭・生指委に報告。 
    担任から不登校・いじめの事案 
    報告があれば，必要に応じて 
    不登校・いじめ対応委員会を 
    開く。 

◎支援委員会 
【主担：特別支援ＣＯ】 
メンバー 特別支援ＣＯ・支援担１名 
     該当学年担任集団等 
役割 月に１度，ＣＯが各学年から情 
   報収集を行い，各学年の特別支 
   援を必要とする児童について共 
   通理解をはかりその対応策を 

検討する。 
   必要に応じて，全職員に情報 
   共有を行う。 

※特別支援コーディネーターの役割 

①委員会のための情報収集及び担任への支援 

②学校内関係者や外部の関係機関との連絡調整 

③保護者の相談窓口 

◎対応委員会（ケース会議） 
 【主担：教頭】 
メンバー 管理職・教務・主幹・生指主担・特別支援 CO， 
     養護教諭・該当学年集団・SSW・SC 等 
役割 定期的に開催し，対応策を検討 
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いじめ問題発生時対応マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

通報日時 
通報者名 
被害児童名 
  年   組 
   
受信者 

本人・保護者からの聴き取り（言い分を十分に聞き、

共感的な姿勢で事実関係を正確に把握する。安心感を

持たせる。） 
担任（     ）・（      ）・（      ） 
聞き取り内容 
 

加害者からの聴き取り（言い分を十分に聞き、事実関

係を正確に把握するとともに、被害者の気持ちに気づ

かせながら、いじめは許されないとの強い意志を持っ

て指導する。） 
担任（     ）・（      ）・（      ） 
聞き取り内容 
 

周りの児童からの聴き取り（言い分を十分に聞き、事

実関係を正確に把握するとともに、被害者の気持ちに

気づかせながら、いじめに対する傍観や加担は許され

ないとの強い意志を持って指導する。） 
担任（     ）・（      ）・（      ） 
聞き取り内容 
 
 

いじめ・不登校対策委員会の招集 

・被害児童・保護者からの聴き

取り担当者決定 

・加害者からの聴き取り担当

者決定 

・周辺児童への聴き取り担当

者決定 

被害児童・保護者への説明 
  月  日 
場所 
担当（校長）（担任）（    ） 

学級会の開催 
  月  日 
学年集会の開催 
  月  日 
全校集会の開催 
  月  日 

担任等、児童の実態把握状況の

有無等の確認 

話し合いの場の設定（両者の保護者の同伴の

有無） 
  月  日 
場所 
担当（校長）（担任）（    ）（    ） 

「いじめ」とは 
「当該児童が、一定の人間関係のある者から、心理的、物理的な攻撃を受けたことにより、精神的な苦痛を感じ

ているもの。」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。 
 この「いじめ」の中には、犯罪行為として取り扱われるべきと認められ、早期に警察に相談することが重要な

ものや、児童の生命、身体又は財産に重大な被害が生じるような、直ちに警察に通報することが必要なものが含

まれる。これらについては早期に警察に相談・通報の上、警察と連携した対応をとることが必要である。 

市教委へ

の報告・

協議 
関係機関

との連携 
保護者会の開催の有無 
  月  日 
場所 
担当（校長）（教頭）（担任）（   ）（  ） 


